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〔行事記録〕
第29回公開講座
新しいドイツの外交政策
ご来席の皆さん、今日は関西大学で「ドイツの
外交問題」について話すことができ、大変光栄と
存じます。
21世紀のドイツの外交についてお話するわけで
すが、イラク戦争は国際社会の団結に疑問を投げ
かけました。アメリカの進攻に対するドイツなど
ヨーロッパの反応をみれば、西側諸国の関係に決
定的な亀裂が生ずるようにも思います。そして世
界の体制、さらにはヨーロッパの国際機関を通じ
た協力にも影を落としそうであります。同盟の転
覆、あるいは連帯の崩壊がポスト戦後の新時代に
幕を開きそうでもあります。
さて、昨年の末から大西洋を挟んで激しい報道
合戦が見られます。これは政治のリーダーシップ
をめぐる決まりきったいつもながらの言葉や疑い
の応酬でした。「スーパーパワーのアメリカと衰
退するヨーロッパ」とか、さらには「欧米間の危
機意識の違い」といった表現の応酬でありました。
アメリカでは、メデイアの攻撃の矛先はフラン
スでしたが、シュレーダー・ドイツ首相も反米、
反ユダヤ主義で信用できない人物として非難され
ました。ドイツといえば、アドルフ・ヒットラー
が頻繁に引き合いに出され、 ドイツ人は一般的に
怖い存在として扱われました。
一方、ヨーロッパではアメリカ・バッシングで
した。ドイツのメデイアは、ブッシュ大統領をカ
ウボーイ・イメージとして糾弾し、またブッシュ
の安保政策は自己過大評価として弾劾されました。
イラク戦争の本質は「石油のための流血」といっ
た見出しも目立ちました。
ヨハネス・プライジンガー＊
さて、皆さん、 ドイツの実際の外交政策を説明
するには、次の質問に答える必要があります。つ
まり、 ドイツが根本的に新しい国際情勢に直面す
るかどうか。もし、そうだとすればどの程度とい
う問いかけであります。このために、まず戦後の
外交のオプション、移り変わる世界体制のトレン
ド、そして主要国の政策について説明します。こ
れを背景として新しい外交が取り組む分野や、そ
こでドイツが自らを政治的にどのように考えてい
るのかなどについてお話しようと思います。
まず、第二次世界大戦後のドイツ外交のオプ
ションについてであります。政府の機関が1999年
にベルリンに移転しました。現在のドイツはした
がってベルリン共和国とも呼ばれます。その外交
政策を理解するためには、第二次世界大戦後のド
イツのオプションを把握する必要があります。ド
イツ連邦共和国は1949年に建国、それ以来、次の
三つのオプションがありました。
最初のオプションは、「ヨーロッパのドイツ」
であります。トーマス・マンが使った言葉で、初
代のアデナウアー首相以来、ずっと追求してきま
した狙いは、 ドイツが西側、特にアメリカと提携
して分割を克服し、主権を回復することでした。
重要なステップとしてドイツ連邦共和国は、 1954
年にNATOに加盟し、 1957年にEEC (欧州経
済共同体）のローマ条約に調印しました。このオ
プションは、今でも生きています。ドイツは再統
ー、主権を回復しました。 1991年にはEUの中で
のヨーロッパ統一をドイツ憲法で国家目標にする
ことを決めたのであります。このヨーロッパのド
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イツはアデナウアー以来ずっとドイツ連邦共和国
の外交の基本でした。 1963年には、 ドイツとフラ
ンスで友好協力条約による和解が成立、これを前
提として、その後、 EC (欧州共同体）が発足し
ました。
二つ目のオプションは、「ドイツのヨーロッパ」
です。ドイツのヨーロッパといっても、経済力を
つけたドイツがヨーロッパを支配する例は1979年
に発足したEMS (欧州通貨制度）における対立
でした。ドイツマルクは為替メカニズムの中で中
心的な通貨になっていました。ドイツ連銀は、こ
のドイツマルクで同盟国の通貨政策に大きな影響
を及ぼしました。ドイツ統一に際して各国の通貨
政策と ECの景気について意見が異なり、対立が
生じました。 1992年には、憂慮すべき危機を招き
ました。
それにしても、その年、マーストリヒト条約の
共通通貨のもとでドイツは経済が強くても「機関
としての間接的な力」としてしか認められません
でした。
三つ目のオプションは、「ドイツのドイツ」で
す。これはあまり支持を得ていませんが、それで
も次のような考え方であります。「ドイツは再統
ーし当初の国家目標を達成した。だから、これか
らは西側への統合に背を向ける」というものです。
ソ連の崩壊とドイツの再統一が重なってヨーロッ
パの近隣諸国は、ヨーロッパのゲルマン化を恐れ
ているのかもしれません。ドイツ周辺諸国には、
たゆまぬ国民国家としての伝統があります。 19世
紀から国民国家を実際に体験しています。この
国々にとってドイツ人が1945年にその歴史を午前
0時にリセットしたとは、なかなか理解ができな
いでしょう。ですから、ドイツは当時から今日に
至るまで利己的に国益を追求する代わりに、 NA
TO、EUなど多国間の枠組みの中で共通の政策
について最大の貢献をしているのであります。
次は、ポスト戦後の兆候について話そうと思い
ますが、限られた時間のために見出しだけお話さ
せていただきます。例えば世界体制の構造的なト
レンドの中の大切な三つの要素であります。
一つは、部分的なグローバリゼーションです。
二つ目は、テロリズムと平和なき世界です。三つ
目は、大量破壊兵器の拡散です。これが新しい世
紀の兆候だと思います。勿論、隣りのパートナー
の国々の政策はドイツにとっても大切な要素にな
ります。戦後、大国の政治によってドイツの外交
は決定的な枠組みの中に入り込みました。これは、
しかし、変わりゆく世界体制への答えとしてとら
えられます。
とりわけ、次の三つのことであります。つまり、
アメリカの一国単独主義と予防外交。フランスの
ヨーロッパ共同体を作ろうとするネオドゴール主
義。そしてロシアとの新たなパートナーシップは
リスクが伴うという要素もあります。
それを背景に今日の主な演題に入りましょう。
「ドイツ外交の継続性と転換」であります。現
在のドイツの外交をみれば、戦後、継続してきた
政策の基本的な点が分かります。
一方、 ドイツが統一し、ヨーロッパが変わり、
世界の体制もダイナミックに動いています。この
ように環境が変われば、新しい政治課題も生れて
きます。ドイツの社会・経済・政治は、他の世界
と複雑に結びついています。このような絡み合い
の中で、 ドイツの国益にかなった外交を行う必要
があります。それは矛盾した力が複雑に作用する
緊迫した場面であります。
とりわけ、「継続性と転換」、さらには「主権と
絡み合い」という対立する概念でも表現できます。
逆に、政治的なアイデンテイティーと外交上の
役割の認識については、「市民国家と大国」、さら
には「価値観、国益と国際的責任」といったコン
セプトを並べると分かります。
ドイツの外交の特徴として、「内面化した機関
主義」があげられます。これは戦後の遺産ですが、
将来にも大切だと思います。冷戦が終ってヨー
ロッパの国々も自分たちの外交政策を採用する必
要に迫られました。
しかし、アナーキー（無政府状態）の世界と
違って、ヨーロッパの国々の外交は、高度に機関
が発達した地域の中で行われています。同時に、
国家の行動にも一定の基準が存在しています。
ドイツ統一は、確かに大国への保障に依存しま
した。それでもこのような機関は統一に対しても
手段としての真価を発揮しました。つまり、当時
のコール首相は、アメリカとの信頼を築くために
NATOの管轄を統一後もドイツ全域に適用させ
ました。フランスとイギリスの保障のためにEC
を深めました。ソ連の懸念を払拭するためにOS
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CE (欧州安全保障協力機構）を強化したのであ
ります。ドイツは、この45年間、多国間の協力、
超国家的な統合を推進して成功をおさめました。
その経験が将来の外交にとって大切と思われます。
西ドイツの国際関係のネットワークヘの依存は
広い範囲に及びました。したがって、このような
機関自体が国益や国家戦略の代名詞になりました。
フィッシャー外務大臣は、「絡み合う関心を優先
させる」と表現しました。とりわけ、 NATOと
EUへの加盟はステータスとか経済的利益といっ
た手段自体をはるかに超えてドイツ自身の価値観
になっています。
大西洋間の機関は内面化し、むしろ反射本能的
なものになりました。つまり、 ドイツは反射的に
多国籍機関に組み込まれる国になったのでありま
す。西側への絆はドイツの自意識、そして外交の
一部になりました。ですから、多国籍機関への帰
属について話しましょう。
1998年に政権が交代し、 21世紀に向かってドイ
ツ外交のパラダイムも部分的に変わりました。そ
の出発点は、社民党と緑の党による連邦政府の世
代交代でした。この政権のメンバーは、特に70年
代の公民権運動の影響を受けています。第二次世
界大戦や戦後直後の個人的な体験ではありません。
アメリカに対しても自由やドイツヘの感謝の気持
ちを抱いています。しかし、同時に西側の優位性
についても独自の批判的な見方を持っています。
これは1991年の2プラス 4の平和条約で達成した
主権国家としての新しい自意識に基づくものであ
ります。自らを普通の国とする意識もそうであり
ます。
現在では、 ドイツについて優越感も劣等感も抱
かない大人の国となりました。歴史と責任を受入
れながらも、前向きに行動する国と意識していま
す。それにもかかわらず、外交の原則として大西
洋の機関に無条件で編入し、連邦軍のNATOに
組み込まれることは、将来も有効です。
「EUの深まりと拡がり」については、ドイツ
政府は今でも EUを整備すべきと考えています。
その理由は、現在のままでは将来の課題に応えら
れません。グローバル化した世界で政治的行動力
を持つには、 EUを深める必要があります。ヨー
ロッパの共同体が50年来の歴史を経て、内容もや
り方も機関も基本的に考え直す必要があります。
マーストリヒト条約以来、ヨーロッパは常に建築
中です。通貨同盟は無事に完了しました。これか
らは、共通安保外交を維持しなければなりません。
加盟国の主権の絡み合いと一緒に統治する体制が
深まる中で、セントラルパワー・ドイツは、さら
に重いものになるでしょう。
2004年にEUは25カ国に拡大します。長い間分
裂した大陸を統一する千載一遇のチャンスになる
でしょう。ラウ大統領は、「新しい加盟国の受入
れは歴史的である。ヨーロッパは、その中心を取
り戻すことになる。かっての南への拡大は、経済
的に成長し、民主的な安定をももたらした。この
成功を次のEU拡大でも繰り返す必要がある。こ
うしてわれわれは、平和・繁栄• 安定を欧州全体
に永続的に確保できる」と述べました。
ドイツは、拡大する経済圏での成長によって特
に大きな利益を享受しています。したがってドイ
ツには、平均以上の資金的な貢献が求められてい
るのであります。
2000年にフィッシャー外務大臣がベルリンのフ
ンボルト大学で、「国家連合から連邦へ。欧州統
合の最終形態についての考え」というテーマで講
演しました。フィッシャー外務大臣は以下のテー
マを基本として、欧州の政治革命の論点を示しま
した。目標は一人の大統領と一つの欧州政府であ
る欧州連邦であります。そこでは欧州議会が完全
な議会としての機能を有します。直接選ばれた議
員と各国議会の代表者から構成される二院制をと
ります。これらについても、憲法で取り決めるこ
とでしょう。フィッシャー外相のこのフンボルト
大学での演説は、 1950年のシューマン・フランス
外相の演説が欧州統合を推進したように、決定的
な道しるべになるでしょう。この点に関しての相
手国の反応は様々ですが、 EU全体では、自分た
ちの将来についての世論が盛り上がったといえる
でしょう。
次は、「大西洋を跨いで」というテーマについ
て話したいと思います。ドイツは、これからも大
西洋を挟んだパートナーシップにかけています。
シュトゥルック国防大臣は2002年のプラハのNA
TO首脳会議について、次のように述べました。
「アメリカ合衆国なしでは、将来のヨーロッパの
ための安全は得られない。 NATOは21世紀初頭
も欧州の安全のために不可欠の基盤である。そし
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て集団的防衛体制や大西洋を越えた会議のフォー
ラムでもある」と。ですから、これは加盟国の26
カ国への拡大とロシアとのパートナーシップで、
ヨーロッパの安定を確実にするという考えであり
ます。
過去10年間で培われたドイツの安全• 平和政策
をまとめると次のようになります。「ドイツは、
これからも世界の平和維持に大きな貢献をする。
ドイツは新たな課題にこれからも順応していくよ
うに政治的にも軍事的にも協力する。ドイツは欧
州共通安保政策の強化に全力を尽くす。連邦軍の
変容は、これからも続く。連邦軍の社会的なつな
がりは、兵役義務を通して確保される。」この安
全保障コンセプトはヨーロッパでアメリカがプレ
ゼンスを発揮する中で、ドイツの戦後の経験が肯
定的だったことを示しています。
近隣諸国に比べても、戦後、独米が補完的で共
通の国益を追求したことで、 ドイツ連邦共和国の
自由と安全を保障しました。連邦政府はしたがっ
てアメリカをいつもヨーロッパの勢力と考えてお
り、アメリカのヨーロッパからの排除を認めたこ
とは一度もありません。これからも共通の国益と
ヨーロッパの政治の機能のためにドイツ外交が
「大西洋を跨いで歩く」ことは大切であります。
というのは、アメリカがヨーロッパでこれからも
プレゼンスを発揮すると、 ドイツと近隣諸国との
友好関係が不均衡的にならないからであります。
イラク戦争で不協和音が生れましたが、このよう
な独米関係についての認識が再び高まればと思い
ます。
次は、「市民国家と大国」について。国際関係
の「市民化」であります。ドイツは1998年からの
外交では、継続性とともに革新的な新たなスター
トもみられます。新しい連邦政府は自ら提案し、
刺激を与えながら、国際関係を作っています。新
たな経済・社会・技術・環境の挑戦にドイツ政府
は世界の将来に外交、安保政策で貢献します。連
邦政府は危険を予防し、国際関係を平和的で市民
的なものにするよう法制化に努めます。そのため
に有効な戦略と手段を開発して使います。その国
際関係では、軍縮、軍備管理を果たして世界のす
べての地域で経済・環境・社会的に公正な均衡が
保たれ、人権が世界で擁護されるように努めます。
1998年の政府所信表明でも、特に明記されてい
ますが、市民国家の概念はドイツ外交で継続的に
追求してきたものであります。 90年代には、特に
国際刑法、国連の気候保護協定、京都議定書など
でドイツの取り組みが顕著でした。新しい連邦政
府は、積極的な人権政策や途上国と先進国との格
差是正において、これまでの政権とは異なったア
クセントを見せています。国連中心主義又は国連
の専制武力行使権もドイツの継続性の一つです。
軍事力の行使は安保理の決議があって、はじめて
合法との考えであります。
2001年9月1日の後の政府表明でシュレーダー
首相は、ドイツの世界での役割は根本的に変わり、
もはや人道、兵姑、資金上の二次的な援助に限ら
ない。ドイツの戦後政治の段階は完全に終了して
おり、新たな責任に総合的に備える必要がある。
これは新しい外交において、国際社会におけるド
イツの新しい位置付けであり、軍事面をタブーと
せず、大国の政治を行う必要性がある、と述べま
した。
最後は、「合法的な力の限界」について話しま
しょう。ドイツ政府は、イラク危機の当初から一
貰してイラクの平和的武装解除に努めてきました。
2002年の 9月にシュレーダー首相は、「ドイツは
軍事介入に参加しない」と明言しました。そして
イラクの国連査察団に全面的な協力を求めて、昨
年1月に満場一致で決めた国連の1441号決議を支
持しました。 2003年、 ドイツは国連安保理のメン
バーでしたから、今年 1月にはシュレーダー首相
は、イラクヘの戦争を認める国連決議には賛成し
ないとの声明を出しました。同時に、国連査察団
ブリックス委員長のイラクの武装解除についての
第1回目のリポートを受けて、 EUの代表は共通
の姿勢として国連決議を完全に、積極的に遂行す
ることを決め、査察の継続、強化を迫りました。
こうしたことから、イラク危機に対して、国際
法に基づいてドイツ政府がとった対応を、 ドイツ
が盲目的な平和主義を唱えるだけで世界平和に積
極的に果すべき責任を回避していると判断するの
は間違いです。ドイツは、 90年代に入るまでNA
TO域外への派兵を拒んできました。でも、 90年
代半ばにユーゴスラビアが崩壊し、それ以来、 ド
イツは国際平和維持軍の形で貢献しています。現
在では、 ドイツは世界への軍事力派遣では世界第
二の規模です。約 1万人の兵力を三つの大陸で六
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つの平和活動に派遣しています。
国際平和に向けたドイツの責任の認識と市民国
家としての自意識を結びつけることは、 2002年の
国連総会でのフイッシャー外務大臣の演説で分か
ります。その主張で、同外相は、世界の協力的な
安全システムのために、たゆまぬアメリカとの連
帯と国際テロ防止連合を強調し、同時に 9月11日
以来、平和と安全に向けて新たな方策が必要と述
べています。テロに対して軍事、警察力で決然と
闘う必要があります。一方、その温床になってい
る政治、社会的な面での紛争を解決しなければな
りません。このためには、世界政治のすべての局
面をカバーする協力と安全の体制が必要です。地
域が危険にさらされる環境、そして不均衡の紛争
がもたらす脅威など、すべての局面がそうであり
ます。
世界の協力的な安全保障体制は、包括的な概念
に基づいて行う必要があります。これは軍事的な
安全だけではなく、むしろ経済、人権、民主主義、
文化も含まれねばなりません。途上国、先進国の
願いにかなう新しい世界経済秩序づくりも同様で
あります。このような体制の柱は、ひとえに人権
であります。世界的な価値観に立って不公平、不
公正、不自由のために発生する紛争を予防、克服
する必要があります。
グローバリゼーションには、益々国際的な取り
決めが伴うことが必要ですし、国際刑事裁判所の
設立も大切なことです。なぜなら、これらは国際
法と法治国家が平和に共生するための不可欠な基
盤であるからです。
皆さん、ドイツの外交について、かいつまんで
お話しましたが、結果として、皆さんがドイツ外
交に関心を持っていただけたら、何よりうれしい
ことであります。
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